










































































































































































































































― 86 ― ― 87 ―
は、Iへの「一方的な可能性」つまり一本の道筋だけがあると考えられる。
まとめると以下のようになる。
　　　　MAY : I ------IE------E














　　　　MAY : I―IE ------E
　　　　MAY NOT : I------IE―E





― 86 ― ― 87 ―
る8。
　　　　1　WILL [Qnt : I------IE    E / Qlt : I------IE      E]
　　　　2　CAN [Qnt : I------IE------E / Qlt : I------IE     E]
　　　　3　   ? [Qnt : I------IE---/---E / Qlt : I------IE     E]
　　　　4　   ? [Qnt : I------IE     E / Qlt : I------IE------E]
　　　　5　MAY [Qnt : I------IE------E / Qlt : I------IE------E]
　　　　6
　　　　7　SHALL [Qnt : I------IE     E / Qlt : I------IE---/---E]
　　　　8






































----IE     Eである。ここには、Iへの接近／近づきだけがある。Iは主体が良
い評価を加える価値である。そこへの主体の力による接近をモダリティ・
マーカーとしてのハズは作り出しているのである。






















































― 90 ― ― 91 ―
表記を簡略化して表示している。IEを中心に IとEにV字型に道が伸びている図
式をイメージされたい。
7 網羅的であろうとするならば、could, might, should, would, ought to, needなども
加えなければならないだろう。また、助動詞だけでなく副詞や動詞などによって
もモダリティが表わされることは言うまでもない。
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